平成28年度
金沢大学主催ジムカーナ
2016/10/2開催

大会開催要綱
金沢大学体育会自動車部

第1条 大会の名称 

金沢大学自動車部主催ジムカーナin大日
第2条 主旨 

運転技術・交通マナーの向上，及び自動車競技の振興を図る。 

第3条 オーガナイザー 

北陸学生自動車連盟加盟校 金沢大学　体育会自動車部 

所在地：石川県金沢市角間町 

第4条 大会役員 

大会委員長 ： 斉藤　立矢（金沢大学体育会自動車部部長） 

競技委員長 ： 星野　匡史   （同副部長）
　
技術委員長 ： 中田　健人
　
救急委員長 ： 早坂　怜
　
アナウンス ： 牧野　理沙子
第5条 開催日および開催地 

開催日 ：10月2日（日）
開催地 ： 大日スポーツランド（大日スキー場駐車場）
所在地 ： 石川県白山市阿手町
タイムスケジュール

　ゲートオープン 8：00
　受付 8：00～8：30　
　車検 8：00～9：00
　慣熟歩行 8：30～9：30
　開会式･ドライバーズミーティング 9：40～10：00
　試走・1本目走行開始　10:10～
　1本目走行終了後30分間　コースオープン 

　2本目走行開始　1本目走行終了45分後
　表彰式　2本目走行終了後30分後
　表彰式終了後　練習走行　～15：30
　片づけ ゲートクローズ 16：00
ただし、タイムスケジュールはオーガナイザーの判断により変更することがある。
緊急の際は、下記までご連絡ください
緊急連絡先：（斉藤　立矢）080-3534-4355
第6条 参加資格
各県の公安委員会から運転免許証を交付されているもの。但し、20歳未満の運転者の場合は、親権者の承認の上に所定の用紙に親権者による署名・捺印の上、それを申し込みの際に添えること。
第7条 表彰
 当競技会では4つのクラスを設け、クラスごとに3位まで表彰する。
（1）クラス1：気筒容量660㏄以下の車検対応の車両

（2）クラス2：タイヤ幅225㎜未満のタイヤを装着した車検対応の車両
（3）クラス3：タイヤ幅225㎜以上のタイヤを装着した車検対応の車両
（4）クラス4：ジムカーナ経験2年以内を目安とした競技運転者の車検対応の車両
ただし、車両の前後でタイヤ幅が異なる場合、タイヤ幅が大きいほうでクラス分けを行う。
また、参加台数が2台未満のクラスはクラス不成立とする。不成立となったクラスの車両は、成立した他のクラスに再びクラス分けされる。そのクラス分けの判断は当競技会オーガナイザーが行う。
クラス分けに関しては自己申告であるが、最終的な決定は当競技会オーガナイザーが行う。
なお、Sタイヤ装着の場合は表彰の対象外とする。
第8条 参加申し込みについて
· 2016年10月1日（土）までに下記の連絡先または部員まで参加する旨を連絡した場合、事前参加申し込み扱いとする。 

· 参加費は原則として、大会当日に受付にて支払いを行うものとする。

· 参加費は4000円／台と定め、ダブルエントリーに関しては3000円／1人 とする。

· 事前参加申し込み分とは別に当日参加申し込みもできるが、その場合、エントリーフィーは5000円／台とする。（ダブルエントリーは4000円／1人）
部長　斉藤　立矢
〒920-0941　石川県金沢市旭町１丁目6-10　CASITA旭町Ⅱ107号室
電話番号：080-3534-4355
e-mail： r.saito@stu.kanazawa-u.ac.jp
第9条 本大会の規約 

· パドック内では徐行運転とし、急発進、ブレーキテスト、極端な空吹かし、その他危険な行為及び周囲に迷惑となる行為は絶対に行わないこと。 
· ゴール後は、指定されたエリアで必ず一時停止すること。 
· 会場までの道路、特に民家周辺を通行する際は法定速度を遵守すること。排気音量が大きな車は、サイレンサーを装着するなど，周囲に迷惑とならないよう各自で注意すること。

· 競技中同乗走行は可能とするが、その場合、同乗者についても運転者と同様の装備を義務とする。（長袖長ズボン、ヘルメット、グローブ、乗員側の窓は全閉）
第10条 コース 

コースは、当日受付にてコース図を配布することにより発表する。またコース図の配布を行わない場合は、受付脇にて掲示によりコースを発表する。
第11条 車両検査 

· 車両検査は、当競技会オーガナイザーが定めるタイムスケジュールに従って受けなければならない。
· 参加者は、自己の車両諸元を証明する為に、自動車検査証又は詳細な仕様書・カタログ等を常に携帯し、提示を求められた場合速やかに提示すること。 
· 初心者は、受付時に配布されるプログラムの車検に関する注意の項目をチェックし、各自できる限りの準備を整えておくこと。
· 脱着不可能な消音器を備えたものとする。（直管での走行を禁止する）

· スリックタイヤ、並びに著しく磨耗し、明らかに危険と判断されるタイヤは認められない。
· フェンダーからのタイヤのはみだしは禁止。 

· ホイールキャップおよびホイールのセンターキャップは取り外すこと。 

· 車体に付着した泥・砂利等の落下する可能性のあるものは事前に落としてくること（特にラリー車両及びダートトライアル車両） 
· エンジンルーム内設置の各種キャップ（オイルフィラキャップ・ラジエータキャップは除く）及びバッテリ端子（プラス，マイナス両方）にはビニールテープ等で十分なテーピングを施すこと。 
· 車両内部で、走行の際に支障をきたすことが予想される物（フロアマット・ドリンクホルダー，御守り，芳香剤等）は予め取り外しておくこと。 
· 車両外部で、走行中に脱落が予想される部品は予め取り外しておくこと。 
· ゼッケンは車両の両サイドに、全周をテーピングして貼り付けること。 
· 参加者は，出走可能な状態で車両検査を受けること。車両検査で不合格の場合、車両検査を受けない場合、又は技術委員の修正指示に従わない場合は当該競技会に出走することが許可されない。
· 車両検査の準備が整った者は、車両屋根にヘルメット・グローブを載せ、準備完了の合図をすること。

· 車両検査に車両を提示することは、当該車両がすべての規則に適合している事を申告したものとみなされる。競技中に不適格が発見された場合は当該競技会から除外される。

· 車両に関する疑義の判断は，当競技会技術委員長が行う。

第12条　慣熟歩行

· 慣熟歩行は歩行のみ可能とする。自転車・キックボード等も禁止。

· 車両検査を済ませたものから慣熟歩行を行って良いものとする。

第13条 スタート 
・ スタートは原則としてゼッケン順に行う。しかし、当日エントリーがあった場合はその車両をクラス内でオフィシャルが任意に順番を決めスタートさせる。

・ スタート方法は、競技委員長の定めた位置からのスタンディングスタートとする。 
· スタートは、係員の誘導により1台ずつスタートの合図を待つこととする。 
第14条 旗の信号合図 

日章旗・・・・・・・・競技スタート 

黄旗・・・・・・・・パイロンタッチ，脱輪 

黒旗・・・・・・・・ミスコース 

赤旗・・・・・・・・危険あり，直ちに停止 

緑旗・・・・・・・・コースクリア 

チェッカー旗・・・・・・・・ゴール合図 

· 競技中は、各ポストから出る旗に注意すること。

第15条 順位決定 

原則として走行開始からの2ヒート内での良好なタイムを採用し最終の順位とする。タイムの計測はストップウォッチにより行い、100分の1秒まで計測する。
但し、複数の車両が同タイムの場合は、以下の順番で順位を決定する。
（1）セカンドタイムの有効なもの、もしくはセカンドタイムが良好なもの。
（2）過給器等がついていないもの。 

（3）気筒容量が少ないもの。 

（4）競技会オーガナイザーの判断による。
競技会終了後時間によっては練習会とする。詳細は当日、金沢大学自動車部員にお聞きください。
第16条 罰則・失格規定 

（1）コース上のオーガナイザーが指定した全てのパイロンに対し、移動、転倒が判定された場合、パイロン1本につき5秒を走行タイムに加算する。
（2）脱輪した場合、1輪につき1回5秒を走行タイムに加算する。 
（3）スタートから計時開始までの区間においても、脱輪およびパイロンタッチをとる。 
（4）フィニッシュ後、減速区間を設けるが、減速を行わなかった者は5秒加算する。 
（5）スタート合図後、速やかにスタートしない場合は当該ヒートの走行タイムに5秒を加算する。 
第17条 損害の補償 

· 参加者及び競技運転者は、参加車両もしくはその付属品等が破損・紛失・盗難などの場合、ならびに会場の器物等を破損した場合、理由の如何に関わらず各自が責任を負わなければならない。 
· 参加者，競技運転者，メカニック，ヘルパー，ゲスト等は、オーガナイザー，会場（土地）保有者等が一切の損害補償の責任を免除されていることを了承しなければならない。すなわち、大会役員・競技役員がその役務に最善を尽くすことは勿論であるが、その役務遂行によって起きたものであっても、前者の死亡，負傷，車両損害等に対しては一切の責任を負わないものとする。
第18条 参加者および競技運転者の遵守事項 

下記の事項を守らない参加者およびドライバーは，当該競技会を失格となる場合がある． 
（1）すべての参加者および競技運転者は、本特別規則に規定されている各種事項及び2015年度JAF国内競技規則・国内競技車両規則に精通し、明朗かつ公正に行動し、暴言を慎み、スポーツマンシップに則ったマナーを保たなければならない。 
（2）参加者および競技運転者、競技関係者は、競技中および大会期間中に薬品等によって精神を繕ったり、飲酒したりしてはならない。 
（3）タイムスケジュールに従って行われるドライバーズミーティングにはすべての競技運転者は必ず出席すること。 
（4）競技中以外は全て徐行運転を行い、いかなる場所においてもスタートテスト、ブレーキテスト、タイヤウォーム行為、極端な空吹かしは厳禁とする。 
（5）ゴール後は、指定されたエリア内で十分に減速し、一旦停止すること。 
（6）競技中は、ヘルメット、シートベルトを正しく着用し、窓（運転席側）、サンルーフ等は必ず全閉にすること。
（7）参加する競技運転者の競技中の服装は、耐火性のレーシングスーツ、レーシンググローブ・レーシングシューズの装着を強く推奨する。ただし、一般に不快を与えない長袖・長ズボン・運動靴・指の出ないグローブでも良い。（軍手は不可） ※紐靴の紐はまとめておき、走行中にペダル等に引っかかることが無いよう、十分注意すること。 
第21条　主催者の権限 
· 本競技会においては、いかなるエントラントも主催者の指示に従う義務を有する。

· 主催者の指示には、いかなる場合も速やかに従い、かつ、これを遵守すること。 
第22条 本規則書の施行 

本特別規則書は、施行期日（2016年10月2日）より大会当日終了時（同日16：00）まで有効とする。
不明な点があれば遠慮なく金沢大学自動車部・斉藤までご連絡ください。

部長　斉藤　立矢
〒920-0941　石川県金沢市旭町１丁目6-10　CASITA旭町Ⅱ107号室

電話番号：080-3534-4355
e-mail： r.saito@stu.kanazawa-u.ac.jp
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